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＜概要＞
・スマホやタブレット端末を介した画像診断はじめ医療情報連携体制の拡大として導入（カタログ別紙）
・①病院内外、②病病連携、の大きく二つの機能を活用
・共有できるデータは、PACS画像データ（X線・CT・MRI）、写真データ（傷病状況撮影）
・令和６年２月１日本格運用開始予定
・令和４年度にサーバ等整備（道補助金制度を活用）、令和５年度でスマホ４台購入（病院単独費）

＜運用イメージ＞
① 病院内外

・診断支援依頼
・画像または写真データ送信

→→→→→→→→→→→→→→→→→

←←←←←←←←←←←←←←←←←←
・診断結果回答

② 病病連携（相手方：現段階では旭川赤十字病院のみ）
Ａ．緊急患者紹介 ※すべての時間帯で全疾患に対応

・受入要請依頼
・画像または写真データ送信

→→→→→→→→→→→→→→→→→

・回答
←←←←←←←←←←←←←←←←←←

Ｂ．症例相談 ※夜間帯及び休日は「脳血管疾患のみ」の限定対応
・症例相談
・画像または写真データ送信

→→→→→→→→→→→→→→→→→

・相談結果回答
←←←←←←←←←←←←←←←←←←

＜備考＞
・名寄市立総合病院との連携体制は「ID-Link」により継続し、その運用は変更なし
・市民、患者にとって有益なICTツールとして判断（経営強化プランでも項目盛り込み予定）

■■医療関係者間コミュニケーションアプリ「Join」運用について■■

※勤務時間拘束せず「自宅で診断可能」時のみ対応

※各Drは病院まで足を運び診断する負担の軽減

●士別市立病院
・救急外来Dr
（専用スマホ使用）

●専門医師３名
・脳血管：太田Dr
・消化器：岩野Dr
・整形外：宮野Dr
（各Dr専用スマホ配付）

●旭川赤十字病院
・救命救急センターホットライン
・脳卒中脳疾患ホットライン

↓
↓

・連絡

●旭川赤十字病院
・各科担当Dr

●旭川赤十字病院
（平日・日中帯）地域医療連携室
（夜間帯・休日）脳卒中脳疾患ﾎｯﾄﾗｲﾝ

↓
↓

・連絡

●旭川赤十字病院
（平日・日中帯）各科担当Dr
（夜間帯・休日）脳神経外科Dr

●士別市立病院
・救急外来Dr
・各科Dr
（専用スマホ使用）

●士別市立病院
・救急外来Dr
・各科Dr
（専用スマホ使用）

（資料２）










	「Join」パンフレット.pdfから挿入したしおり
	Join_01
	Join_02
	Join_03
	Join_04


